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先端的な火山観測技術の開発

火山透過技術 高エネルギー物理学

リモートセンシング 資源工学

火山ガス観測 地球化学
火山噴火の予測技術の開発

火山噴出物分析 物質科学

噴火履歴調査 歴史学、考古学、地質学

シミュレーション 計算科学

火山災害対策技術の開発

ドローンによる災害把握技術 測量、画像処理

リアルタイム降灰予測 計算科学、気象学

災害対策情報ツールの開発 社会防災

各種観測データの一元化

本事業で開発する観測技術による観測データ
及び既存の観測機器による観測データを、

一元化共有するシステムの開発

火山研究人材育成
コンソーシアム

博士課程学生を研究プロジェクトに参画
博士課程修了後にポスドクとして起用

人材育成プログラムへの
参画・協力

行政機関（国、地方）、
民間企業

修了証明書

大学
海外の

研究機関
国立研究
開発法人

地方自治体の
研究機関

集中講義

海外研修

フィールドワーク

事業の目的・目標
（アウトプット）

直面する火山災害への対応
（災害状況をリアルタイムで把握し、

活動の推移予測を提示）

火山噴火の
発生確率を提示

理学にとどまらず工学・社会科学等の
広範な知識と高度な技能を有する

火山研究者の育成・確保
（当面5年間で80人→160人の確保）

運営方針

事務局

① 「次世代火山研究推進事業」⇒プロジェクトリーダーの強力なリーダーシップの下、他分野との連携・融合を図り、「観測・予測・対策」の一体的な研究を推進
② 「火山研究人材育成コンソーシアム構築事業」⇒大学間連携を強化すると共に、最先端の火山研究と連携させた体系的な教育プログラムを提供

委託先機関：大学、国立研究開発法人等 事業期間：平成28年度～平成37年度

2

機動観測 地球物理学

協力・連携

次世代火山研究
推進事業

コンソーシアム参画機関
（H29.6現在）

・東北大学など11大学
・防災科研、産総研、
国土地理院、気象研

国内外の研究資源・教育資源を結集し、
主要３分野（地球物理学、地質・岩石学、地球化学）に加え、
工学、社会科学等の関連分野を体系的に学ぶことのできる
教育プログラム

人材育成運営委員会

※研究プロジェクトとの連携

各課題は
相互に連携・融合

プロジェクトリーダー

次世代⽕⼭研究・⼈材育成総合プロジェクト



⽕⼭研究

マグマ上昇・蓄積過程の理解
（噴⽕可能性と時期の予測）

マグマ溜りのマグマ
収⽀の把握

地殻深部からのマグマ
供給の把握

⽕⼭ガスなど先⾏
物質の検知

⼭体浅部や⽕⼝への
マグマ・⽕⼭ガスの
上昇の把握

マグマ溜り

帯⽔層

マグマ溜りへのマグマ
蓄積（収⽀）の把握

内
部
構
造
︵
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
︶
の
把
握

噴
⽕
機
構
の
理
解 マグマ貫⼊

の検知

噴⽕のモニタリング

ダイク

噴出物調査

噴⽕過程の理解
（噴⽕規模・推移の予測）

（九州⼤学清⽔洋先⽣資料を修正）

⽕⼭研究とは
気液固相からなるマグマと地殻・⽕⼭体との相互作⽤からなる複雑系の理解



⽕⼭ 医療
地球物理学 地震観測 ⼼電図・聴診

地殻変動（GPS, InSAR) ⾝⻑
重⼒観測 体重
熱観測 体温測定
電磁気観測 体脂肪測定
構造探査 地震波

電磁波
超⾳波探査・
CTスキャン

ミューオン X線
地質・岩⽯ ⽕⼭地質 病歴調査

噴出物（⽕⼭灰・溶岩流） 検便
⽕⼭ガス 温泉⽔・⽕⼭ガス分析 ⾎液検査・尿検査

多項⽬観測に基づき⽕⼭活動を理解し、噴⽕予測を⽬指す



＜1８世紀＞ ＜１９世紀＞ ＜２０世紀） ＜２１世紀＞

1707 富士山 1813 諏訪之瀬島 1914 桜島 2000 有珠山

1711 吾妻山 1822 有珠山 1919 岩手山 2011 新燃岳

1732 岩手山 1853 有珠山 1929 北海道駒ケ岳 2014 口永良部島

1739 樽前山 1856 北海道駒ケ岳 1934-35 薩摩硫黄島 2014 御嶽山

1764 三宅島 1888 磐梯山 1939 伊豆鳥島 2015 口永良部島

1769  有珠山 1893-95 吾妻山 1940 蔵王山 2015 箱根山

1777-79伊豆大島 1895 蔵王山 1943-45 有珠山 2015 阿蘇山

1779-82 桜島 1946 桜島 2018 草津（本）白根

1783  浅間山 1970-71 秋田駒ヶ岳 2021 福徳岡ノ場

1792  雲仙岳 1977-78 有珠山

1991-95 雲仙普賢岳

0 1 2 3 4 5 6 7 8爆発指数

⽇本の主な噴⽕



⽕⼭現象は多様
観測項⽬も多岐

地球物理学（地震、測地、電磁気等）
地質岩⽯
⽕⼭ガス

主要な⼤学で⽕⼭研究をする教員 数名
⼤学院⽣ 1−数名

主に⽕⼭
を研究

地震も
⽕⼭も
研究

• 幅広い分野を⼀⼤学で
教えることはできない

• 教員が少ないため学⽣
も少ない

• 学⽣も孤独

⽂部科学省資料

なぜ、コンソーシアム？

⽕⼭防災対応業務は⼤学では
教えられない



○⼤学 参加機関
東北⼤学、北海道⼤学、⼭形⼤学、東京⼤学、東京⼯業⼤学、
名古屋⼤学、京都⼤学、九州⼤学、⿅児島⼤学、神⼾⼤学

協⼒機関
信州⼤学、秋⽥⼤学、茨城⼤学、広島⼤学、⾸都⼤学東京、
早稲⽥⼤学、富⼭⼤学

○国等の研究機関（協⼒機関）
防災科学技術研究所、気象庁、国⼟地理院、産業技術総合研究所

○地⽅⾃治体（協⼒団体）
北海道、宮城県、⻑野県、神奈川県、岐⾩県、⻑崎県、⿅児島県
群⾺県、⼭梨県
※⽕⼭防災協議会を設置し、参画⼤学に近い県

○学協会（協⼒団体）
⽇本⽕⼭学会、⽇本災害情報学会、
イタリア⼤学間⽕⼭学コンソーシアム

○⺠間企業
アジア航測株式会社、東京電⼒、NTTドコモ、九州電⼒

コンソーシアム参画機関



プログラムの授業科⽬



2020年受講⽣状況
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計

M1 4 2 1 1 2 1 1 4 16

M2 3 1 3 2 2 1 2 1 1 1 2 1 20

D1 1 1 1 1 4

D2 3 1 1 1 1 7

D3 1 2 1 1 5

計 9 1 9 2 2 7 3 1 2 0 3 3 2 0 7 1 52

年度 基礎修了 応⽤修了
2017年11⽉ 30

2018年3⽉ 8 4

2019年3⽉ 17 22

2019年9⽉ １
2020年3⽉ 20 16

計 75 43

受講⽣の状況（2020年）



A. コンソーシアム参加機関・協⼒機関の⼤学で開講されている授業科⽬
・地球物理学、地質・岩⽯学、地球化学、防災学、⾃然災害科学に関連
する⼤学院修⼠課程の学⽣対象の授業

B. コンソーシアム等が開講する授業科⽬
・⽕⼭学実習
地球物理学、地質・岩⽯学、地球化学分野の計測、調査技術を学ぶ。

・⽕⼭学セミナー
最新の⽕⼭学研究の分野、⼯学・農学等の⽕⼭計測、防災対策に関
する分野
⼈⽂・社会科学等の⾃然災害に関する分野

C. インターンシップ
国や地⽅⾃治体、⺠間企業、研究開発法⼈等が⾏う、地球科学、⾃然
災害、計測・調査技術等に関連する内容のインターンシップに参加し、
受講を証明する書類を提出する。

D. 学会発表
⽕⼭学に関する研究を、⽇本地球惑星科学連合、それに加盟する学会
の定期学術⼤会（学会）、またはIAVCEI主催あるいは共催の学会等に
おいて、筆頭著者として１回発表する。

教育プログラムの内容 基礎・応⽤コース



with 南洋⼯科⼤学EOS

15講演（受講⽣7）
EOSラボツアー

⽕⼭学実習

最終⽇の発表会

1⽇⽬ ⽕⼭紹介・巡検
2⽇⽬ 実習（班ごと）
3⽇⽬ 実習（班ごと）
4⽇⽬ データ解析等
5⽇⽬ 発表会

3班（各班3‐6名）
地質岩⽯（地質調査・地形判読・顕微鏡）
地球物理（⽔準測量・電磁気探査・地震観測）
地球化学（DOAS・温泉⽔分析・MultiGAS)

⾃分の専⾨と異なる班を選択



社会科学

⽕⼭砂防 測地学（地理院）

⽕⼭学（特別）セミナー

⽕⼭噴煙・数値計算

各⼤学の講義にはないトピックを中⼼にセミナーを提供
（4〜5ｘ1.5時間／回）



⽕⼭学特別実習
国内外の⽕⼭で⾏われる実習や最先端研究を⽀える観測等に参加し、⾼度な観測
調査・研究実践能⼒を⾝につける。

⽕⼭学特別セミナー
⽕⼭研究の多様な分野の知⾒を得る。また、⾃然災害に関する社会科学の基礎を
学び、⽕⼭研究の社会での活⽤⽅法を考える。気象庁特別研修等の利⽤。

海外特別研修
（2019年6⽉13‐25⽇ International School of Volcanology@Stromboli, Italy)
（2019年10⽉28‐11⽉2⽇ ACV Field camp@Tapei)
海外で⾏われている⽕⼭観測や⽕⼭防災などに関する実習や研修を受け、国際的
な視野を広げる。

ストロンボリ ⼤屯

教育プログラムの内容 発展コース



⽕⼭研究特別研修（2019年＠EOS 南洋⼯科⼤
学シンガポール、2020年オンライン）
国内外で活躍する⽕⼭研究者の最先端研究を
理解し、災害の軽減に貢献する⽕⼭研究の⽅
向性を考える。また、⾃⾝の研究の紹介と質
疑応答を通し、研究の問題点と改良⽅法を考
える。

with 南洋⼯科⼤学EOS

15講演（受講⽣7）
EOSラボツアー

⽕⼭防災特別セミナー
（2019年＠⻑野・群⾺、2020年@阿蘇）
国の機関・地⽅⾃治体で⽕⼭防災や監視業務
を担う職員と議論し⽕⼭防災施策の現状を把
握するとともに、災害軽減を図る効果的な
⽅法を考察する。

草津⽩根

阿蘇

15講演（受講⽣7）
EOSラボツアー

2020年11⽉19⽇ Zoom with 南洋⼯科⼤学EOS

2019年10⽉南洋⼯科⼤学EOS



コンソ授業等（火山学セミナー・実習） 大学講義
4月 上旬

中旬 4/18 認定式・オリエンテーション 火山活動論（名大4/22-）
下旬

5月 上旬
地震火山計測学特論（東北
大5/12-）

中旬
下旬

6月 上旬 火山学セミナ－（社会科学、地引、6/4-5）

中旬
海外研修/海外特別研修（ストロンボリ6/11-22）（中
止）

下旬 火山学特別セミナ－（社会科学、阪本6/25、26）
7月 上旬

中旬 火山学セミナー（火山砂防、藤田・堤,7/16,17）
下旬 火山学特別セミナー（気象庁職員研修、7/27-31)

8月 上旬
中旬
下旬

9月 上旬 火山学実習（草津白根、8/30-9/4）
中旬 岩石運動論（九大、集中）
下旬

2020年スケジュール（前期）

⻘⽂字はオンライン開催

スケジュール（2020年前期）



10月 上旬 火山学会（名古屋大、10/8-10) アドバイザリー訪問

中旬 海底火山探査実習（神戸大

下旬
火山防災特別セミナ－（特別聴講生、阿蘇, 
10/20-22）

11月 上旬
火山学セミナー（火山測地、＠地理院 畑中・宗
包）11/12-13

火山計測学（京大、集中）

中旬 火山研究特別研修(南洋大学EOS)(11/19)
下旬

12月 上旬

中旬 火山学セミナー（火山噴煙、大石、12/17,18）

下旬
1月 上旬

中旬

下旬 海外研修/海外特別研修(フィリピン）

2月 上旬
中旬 火山学セミナー（実験 市原）

海底火山探査実習（神戸大 ）
下旬 火山学セミナー（地物観測、青山）＠北大

3月 上旬
火山学（特別）セミナ－
（災害軽減成果報告シンポ）3/16-17

中旬 火山学実習（霧島、3／7－12）
下旬

2020年スケジュール（後期）スケジュール（2020年後期）



防災科学技術研究所、気象庁、産業技術総合研究所、国⼟地理院

地⽅⾃治体
⿅児島県、岐⾩県、⻑野県、宮城県、北海道など

インターンシップ

⽕⼭防災・⾃然災害の業務等の経験
⽕⼭研究調査の経験

コンソーシアム参画機関におけるインターンシップ
⺠間企業による⾃然災害・⽕⼭調査等に関連するインターンシップ



平成29~31年度 ⽕⼭研究・防災関係 24名
地球科学関係 3名
中⾼教員 2名
博⼠課程進学 ８名
そのほか ９名

修了⽣44名中

・平成31年度（平成31年度3⽉基礎・応⽤コース修了20名）
博⼠課程進学希望6 名
気象庁3名
⺠間企業（⽕⼭防災に関連）5名
⺠間企業（地球科学系）1名
地⽅⾃治体職員（防災対策関係）1名
⺠間企業（⼀般）4 名

・平成31年度（平成31年度9⽉応⽤コース修了、博⼠号取得の1名）
防災科学技術研究所 任期付研究員 1名

・平成31年度（発展コース 中退者 1名）
気象庁1 名

・平成31年度（平成30年度応⽤コース修了、平成31年度博⼠号取得の３名）
東⼤研究員（CREST）、東北⼤研究員、京⼤研究員

・平成31年度（平成31年度応⽤コース修了、平成30年度修⼠課程修了者1名）
地⽅⾃治体職員1名

受講⽣の進路



・平成30年度（平成30年度基礎または応⽤コース修了、
内修⼠課程修了者8名及び博⼠課程中途退学者2名）

気象庁1名
⺠間企業（防災対策、地質/岩⽯分野）2名
地⽅⾃治体職員（地質災害、防災対策関係）1名
中学校教員1名
⺠間企業（地球科学関係） 1名
国の機関 1名
⺠間企業（⼀般）3名

・平成30年度（平成29年度応⽤コース修了、平成30年度に博⼠号を取得した者3名）
気象庁、JSPS特別研究員（PD）、ジオパーク学術研究員

・平成29年度（5名）
国⼟地理院1名
⺠間企業（防災、地質関係）1名
⺠間企業（地球科学関係）1名
⾼校教員1名
⺠間企業（⼀般）1名



・令和２年度 3⽉修了
基礎・応⽤コース （17名）

博⼠課程進学 6 名
国の機関 1 名
国⼟地理院 1 名
⺠間企業（⽕⼭防災に関連） 6 名

（地球科学系） 1 名
（そのほか） 2 名

発展コース （3名）
原⼦⼒規制庁 1名
JSPS研究員 2名

令和２年度修了⽣ 進路先まとめ



査読付き論⽂（受講⽣筆頭著者）24編／
（2020年度末）

1. Hirose, Takashi, Hisashi Nakahara and Takeshi Nishimura (2019) A passive estimation method of scattering and 
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⽕⼭研究プロジェクトとの連携
⽕⼭研究プロジェクトによる調査に参加
連携したセミナーの実施（⽕⼭防災特別セミナー）
⽕⼭研究プロジェクトの成果報告

リサーチアシスタント
研究PJと連携し、受講⽣がRAとして研究参加

アドバイザリーボード
希望者にアドバイザリーボードの担当者との⾯談

特別聴講⽣制度
⽕⼭学・⽕⼭防災などに関しての業務を担当する社会⼈の⽅に本コンソー

シアムのセミナーを提供

そのほか



⽕⼭コンソーシアムの運営

事務局（東北⼤学理学研究科地球物理学専攻内）
教授 ⻄村太志（兼）
准教授 ⼩園誠史
准教授 地引泰⼈
特任教授 ⻄出則武
事務員 2名

⼈材育成運営委員会
各⼤学・研究機関から1−2名が運営委員として活動
年間10回程度開催
・受講⽣募集
・受講⽣修了認定
・事業計画⽴案
・認定式
・コンソーシアム運営

予算
⽂部科学省委託事業

・受講⽣・講師の旅費⼿続き
・受講⽣の成績管理
・各種案内・報告
・セミナー・実習の実施案作成
・コンソーシアム参画機関との事務⼿続き
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⼈数 コンソ参加16⼤学＋⽕⼭学会学⽣会員

プログラム開始後
博⼠・修⼠課程の学⽣数は⼤きく増加
⽇本⽕⼭学会の学⽣会員数が急増
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⽕⼭学会学⽣会員数の把握ができているH31年まで

⽕⼭⼈材育成への貢献


